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　１月１５日のこども文教委員
会で東京都の「都有地活用によ
る地域の福祉インフラ整備」事
業により情報提供された鵜の木
３丁目３５番の都水道局所管の
都有地（約９００㎡）に認可保
育園が建設されることになり、
運営事業者が決定したとの報告
がありました。

　この土地は東京都から大田区
が借り受けて保育事業者へ転貸
し、事業者が当該地に保育園舎
を建設・運営することになって
います。その際の条件として、
①定員８０名以上を有する私立
認可保育園の整備、②周辺の小
規模保育所を卒園する児童の受
け皿（連携施設）の設置、③周

辺の保育施設（認可・小規模等）
への園庭開放、④送迎ステーシ
ョン事業の展開を見据えた駐車
スペースの確保、以上４項目の
機能を備える施設となります。
　運営事業者はライクアカデミ
ー株式会社（品川区西五反田）
で、来年２０１９年４月開所予定
です。
　これまで共産党区議団は“公
有地に保育園や特養ホーム建設
を”と繰り返し議会で求めてき
ました。これからも区民の皆さ
んの声に寄り添い、暮らしと福
祉が大切にされる区政実現に全
力を尽くします。

法律相談もお気軽に

３月16日（金）午後2時～

場所　あらお大介事務所

（事前予約が必要です。電話か
ＦＡＸでお申し込みください）

鵜の木３丁目都有地に
認可保育園開設へ!!

鵜の木３丁目の都水道局所管都有地（現在は駐車場）
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　１月２６日に東京都の小池百
合子知事が２０１８年度の予算案
を発表し、新たに「東京都鉄道
新線建設等準備基金（仮称）」
を創設することになりました。
　この基金は２０１６年４月の国
土交通省交通政策審議会答申に
盛り込まれた６つの計画路線を
対象にしており、その中に新空
港線（蒲蒲線）も含まれています。
　財源は東京都が４７％の株を
保有している東京メトロの株式
配当累計約６２０億円を活用し、
２０１９年度以降、株配当から毎
年数十億円を積み立てるとして
います。
　新空港線（蒲蒲線）について

は、大田区が実現に向けて取り
組みを強めていますが、整備費
用が約１２６０億円と莫大であり、
それだけのお金をかけて、どの
くらい地域に還元されるのかと
いうのが不透明な状態となって
います。
　不要不急の新空港線（蒲蒲線）
計画は白紙撤回するべきです。 　２月４日、鵜の木１丁目にあ

る歴史的建造物（古民家）の見
学会に参加してきました。
　この建造物はこの地域の旧名
主の屋敷であり、建築時期が江
戸時代後期頃と伝えられる大変
古く貴重なものであり、１９５８
年から調査が進められてきまし
た。
　地域の象徴的な建物というこ
とで、近隣住民の関心も高く当
日は午前午後と併せて約１７０
人もの地域の方々が見学に訪れ
ました。残念ながら所有者の強
い希望で、この建造物は取り壊
されることになりますが、地域
の貴重な文化財を守る取り組み
の強化が求められます。

今 後 の 予 定

２月１６日（金）～ ３月２７日（火）　　第１回定例会　

２月２１日（水）　　請願陳情第二次締切　　　　　　　

３月　８日（木）～ ３月２３日（金）　　予算特別委員会

ぜひ傍聴にお越しください。
＊このニュースは政務活動費で
　発行しています。

東京都が鉄道新設の
ための基金設置へ

鵜の木に残る
歴史的建造物を

一般公開

　今年10月、来年４月に
新規開設予定の認可保育園

（仮称）
うのきさくらさくほいくえん

（鵜の木１丁目16番以下未定）

（仮称）
グローバルキッズ武蔵新田　
（下丸子１丁目17番以下未定）

古民家見学会（鵜の木１丁目）

新空港線（蒲蒲線）の整備案イメージ（大田区ホームページより）


